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1.このハンドブックの利用目的（Why） 
このハンドブックは以下の目的で作成されています。 

 ＭＩＮＤ－ＳＡの各種研修でサブテキストとして利

用する。 

 ＭＩＮＤ－ＳＡの手法を実践する際に参照する（こ

こに掲載されている基本手法については、その実

施方法（Ｈｏｗ）の基本（応用法は別）はすべてこ

の１冊で満足できることを目標としている）。 

2.このハンドブックに掲載している手法
（What） 

 

 

 

 

 

3.このハンドブックに掲載している内容の範囲（Where） 

２．の６手法について以下の６項目を掲載しています。 

①②③については、ＭＩＮＤ－ＳＡマニュアル０目的達

成手法解説と全く同じ構成（項目立て）です。 

④は同じく０目的達成手法解説の同じ項番の本文部

分と、一部要約等ありますが、ほぼ同じです（ただし

「資料」部分は収録されていません）。 

⑤⑥はＭＩＮＤ－ＳＡマニュアル３成果物作成要領に掲

載されているものとほぼ同じです。 

成果物事例は別冊「ＭＩＮＤ－ＳＡ基本手法事例集」を参

照してください。 

 

 

 

4.このハンドブックの利用方法（How） 

①研修時…講師の指示・アドバイスに従って必要箇所を参照してください。 

②実践時…研修済みであれば３．の①②③（手法のＷｈａｔ、Ｗｈｙ、Ｗｈｅｒｅ）

の内容を参照する必要はないはずですが、もし必要を感じ

られたら、対応するＭＩＮＤ－ＳＡマニュアル 目的達成手法

解説を参照してください。 

手法のＨｏｗ（３．の④）についても一部ＭＩＮＤ－ＳＡマニュ

アルの内容を省略してあります。 

Ｈｏｗの詳細を解説した「資料」部分も収録されていません。

このハンドブック内に適宜参照先を示してありますから、

必要に応じＭＩＮＤ－ＳＡマニュアルを参照してください。 

 

  

① その手法とは何か（What）※注 
項目名のみ 

または 

要点のみ 

②   〃 の目的・ねらい（Why） 

③   〃 が有効な適用対象（Where） 

④   〃 の実施方法（How）･････････ 詳細記述 

⑤ 関連成果物の成果物作成要領  

⑥   〃  の様式（ワークシート様式） 

注：What は課題を記述するのが基本ルールですが、 

商品・イベント企画型（当ハンドブック P.40 参照） 

の応用で「内容」を記述しています。 

このハンドブックで使用している記号 

０＝ＭＩＮＤ－ＳＡマニュアル 

第Ｏ編「目的達成手法解説」 

１＝ＭＩＮＤ－ＳＡマニュアル 

第１編「システム分析ガイド」 

２＝ＭＩＮＤ－ＳＡマニュアル 

第２編「実施手法解説」 

３＝ＭＩＮＤ－ＳＡマニュアル 

第３編「成果物作成要領」 

４＝ＭＩＮＤ－ＳＡマニュアル 

第４編「実務適用事例」 

ＭＩＮＤ－ＳＡ目的達成手法（基本手法） 

ＯＡ 業務機能関連図手法 

ＯＢ 目的・ねらいの設定手法 

ＯＣ 問題点連関図手法 

ＯＤ ５Ｗ２Ｈ手法 

ＯＥ システム概念図手法 

ＯＦ プロジェクト・ネットワーク手法 

ＯＡ 業務機能関連図手法 ············ 3 

１．業務機能関連図とは（Ｗｈａｔ） ········· 3 

２．業務機能関連図の ························· 3 
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３．業務機能関連図の ························· 3 
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（参考）業務と業務機能の定義 ··········· 9 

 

ＯＢ 目的・ねらいの設定手法 ······ 10 

１．目的・ねらいの設定とは（Ｗｈａｔ） 10 

２．目的・ねらい設定の ······················ 10 

目的・ねらい（Ｗｈｙ） 

３．目的・ねらいの設定手法が ··········· 11 

有効な対象範囲（Ｗｈｅｒｅ） 

４．目的・ねらいの ······························ 11 

設定方法（Ｈｏｗ） 

ワークシート・事例 ························· 15 

（丸い三角形、目的・ねらい洗い出し、四つ丸） 

ＯＣ 問題点連関図手法 ·············· 22 

１．問題点連関図とは（Ｗｈａｔ） ············· 22 

２．問題点連関図の ····························· 22 

作成・利用目的（Ｗｈｙ） 

３．問題点連関図の ····························· 22 

作成対象（Ｗｈｅｒｅ） 

４．問題点連関図の ···························· 22 

作成方法（Ｈｏｗ） 

成果物作成要領 ································· 34 

（参考）解決策から機能への展開 ······· 36 

 

目 次 



ＭＩＮＤ－ＳＡ基本手法の全体関連図 

禁無断転載・複製 
－ 2 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左方展開（解決策探求） 問題点連関図手法         右方展開（目的設定） 

 

 

 

 

 

 

 

  目 的 ね ら い 

解決策 課 題 

(Ｈｏｗ) (Ｗｈｅｎ) (Ｗｈｏ) (Ｈｏｗ Ｍｕｃｈ) （Ｗｈａｔ） （Ｗｈｙ） 

× 

○ 

× 

○ 

K02 

K01 

■ 

業務機能関連図手法  

 Ｐ 

 Ａ 

 Ｄ 

 Ｓ 

 Ｃ 

５Ｗ２Ｈ手法  

What 
How 

How 
Much 

Who When 

Where 

Why 

原因究明を行って○×の判定をする

際に When､Who､How Much の条件

を使用する（初めに設定されていなけ

ればこの分析過程で設定する）。 

分解している 

幅が対象範囲 

（Ｗｈｅｒｅ） 

プロジェクト･ネットワーク手法  

プロジェクト･ネットワークはこれから
の分析･検討作業を行う際に利用する。 

目的・ねらいの設定手法  

How の具体化･イメージ
化 

01 
情報入手 

05 
発送 

04 
顧客の抽出 

03 
顧客の検索 

02 
顧客台帳更新 

S 
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